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《人口と世帯》（令和３年３月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：123,146人
　　 （男：58,890人、女：64,256人）
　世帯数：49,182世帯
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■出　典　��『藤島町史　上巻』、『農業農村工学会学会誌第77巻第10号』
■協　力　因幡堰土地改良区、菅原孫一氏

酒井家庄内入部400年記念事業の公式ロゴマークが決定しました

藤島川を横断する水路橋
（古郡地内）

開さく当時から残る石積水路
（東昌寺付近）

　全国から3,700人を超える多くの方に参加いただい
た一般投票で、最多の1,413票を獲得した左記デザイ
ンを公式ロゴマークとして決定しました。
　投票期間：２月18日～３月18日の 1 か月間
　投票総数：3,791票
　制　作　者：天野穂積 氏 （静岡県静岡市）
　投票に参加いただいた方の中から、抽選で100人の方に記念
品をお送りいたします。
※�当選者の発表は記念品の発送をもって代えさせていただきま

す（５月下旬発送予定）。

■問合せ　本所政策企画課☎25‐2111内線526

因
幡
堰
の
開
さ
く

　

日
本
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ

る
庄
内
平
野
。
そ
の
中
央
部
に

位
置
す
る
因い
な
ば
ぜ
き

幡
堰
は
、
藤
島
・

羽
黒
・
櫛
引
地
域
に
ま
た
が
る

用
水
路
で
、
長
く
稲
作
が
営
ま

れ
て
き
た
地
域
の
水
田
を
潤
す

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

因
幡
堰
の
開
さ
く
の
歴
史
は

慶
長
12
年
（
１
６
０
７
）
ま
で

遡
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
水
利

が
悪
く
、
し
ば
し
ば
干
ば
つ
の

被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
上
義よ
し
あ
き光
の
家
臣
で
藤
島
城

主
だ
っ
た
新に
い
ぜ
き関
因い
な
ば
の
か
み

幡
守
は
、
水

不
足
に
苦
し
む
農
民
た
ち
を
見

か
ね
、
義
光
の
許
可
を
得
て
赤

川
か
ら
取
水
す
る
新
し
い
堰せ
き

の

開
さ
く
に
着
手
し
ま
し
た
。
し

か
し
元
和
８
年
（
１
６
２
２
）

に
、
最
上
氏
の
改
易
で
因
幡
守

が
庄
内
を
去
る
こ
と
に
な
り
、

開
さ
く
工
事
は
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
。

酒
井
忠
真
公
に
よ
る
工
事
再
開

　

酒
井
家
入
部
以
降
も
長
ら
く

中
止
さ
れ
て
い
た
開
さ
く
工
事

は
、
農
民
た
ち
の
藩
へ
の
働
き

掛
け
な
ど
も
あ
り
、
元
禄
２
年

（
１
６
８
９
）、
第
４
代
藩
主
酒

井
忠た
だ
ざ
ね真
公
に
よ
り
再
開
さ
れ
、

待
望
の
通
水
が
実
現
し
ま
し
た

が
、
決
し
て
十
分
な
水
量
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
宝
永
２
年

（
１
７
０
５
）
に
、
庄
内
地
方

を
大
干
ば
つ
が
襲
い
ま
す
。
参

勤
交
代
の
た
め
に
江
戸
に
向
か

う
途
中
、
水
不
足
に
あ
え
ぐ
農

民
た
ち
を
見
た
忠
真
公
は
、
堰

を
直
ち
に
大
改
修
す
る
よ
う
に

指
示
。
翌
年
に
は
、
そ
れ
ま
で

の
幅
三
尺
か
ら
六
尺
（
約
１
・

８
ｍ
）
に
広
げ
ら
れ
た
大
き
な

堰
が
完
成
し
ま
し
た
。

因
幡
堰
の
完
成

　

そ
の
後
も
何
度
か
補
修
工
事

が
行
わ
れ
、
享
保
12
年
（
１
７

２
７
）
に
は
幅
２
間
（
約
３
・

６
ｍ
）に
拡
幅
。
宝
暦
２
年（
１

７
５
２
）
か
ら
４
年
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
大
改
修
工
事
で
は
、

工
事
を
指
揮
し
た
田た

ざ
わ
か
ん
し
ち

沢
勘
七
が

「
人
柱
に
な
っ
て
こ
の
堰
を
永

遠
に
守
る
」
と
言
っ
て
自
刃
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
堰
が
農
民
た
ち
に
と
っ
て
い

か
に
重
要
な
も
の
だ
っ
た
か
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

完
成
し
た
堰
は
、「
新
関
因

幡
守
」
の
名
を
と
っ
て
「
因
幡

堰
」
と
命
名
さ
れ
、
現
在
も
、

地
域
に
豊
富
な
水
を
供
給
す
る

大
切
な
用
水
路
と
し
て
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111


